
１ 東京医大　

　ベクトル  に対して不等式


 ･を満たすベクトル  

の大きさ     の最大値をとすれば である。
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２ 兵庫医科大

　点      を頂点とする三角形の面積は である。
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３ 東海大

　△において  とする。

このとき･ である。
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４ 日大

　原点の座標平面上に点    をとり三角形を作る。辺

をに内分する点を辺をに内分する点をとする。線分と線分

を引きそのつの線分の交点をとするとき    である。

　医学部　　単元別　小問即解演習　　（ベクトル）

-4-



５ 金沢医科大

　平行四辺形において線分の中点をそれぞれとし

線分の交点を線分の交点をとする。

また線分の交点をとする。













 

をで表すと



　  

　  

となる。また  となる。したがって△の

面積を△の面積をとおくと  である。
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６ 自治医大

　△について考える。点はを満たすものとする。

△の面積を  △の面積を  としたとき
  

 
の値は である。
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７ 東邦大

　△の外心をとし外接円の半径をとする。が成り立

つとき△の面積は である。
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８ 福岡大

　    ･
 


とする。    

とするときが鋭角となるようなの値の範囲は であり

となるようなの値は である。
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９ 金沢医科大

　三角形においてとする。線分をに外分す

る点をとし点を通る円の中心をとする。このときはと

を用いて

　
 

    
 

と表すことができる。また



のとき   である。
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10 東京慈恵会医科大

　平面上に点があり      を満たしてい

る。このとき   である。また実数が条件

をみたしながら動くときで定められた点の存在する範囲の面積は

 である。
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11 北里大

　△において



である。△の外心をとする。

とおく。

△の外接円の半径は である。

をとを用いて表すと  である。

直線と辺の交点をとするときは である。
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12 久留米大

　辺の長さがである正角形において対角線の長さを

とする。

対角線の長さは である。

をとで表すと である。

内積･の値を計算すると となる。
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13 東京医大

　座標空間における点      に対して点  が

条件　 をみたしながら動くとする。このとき  のとり得る最小値

をとすれば である。
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14 自治医大

　つの空間ベクトル      について考える。

はとの両方に垂直であり   となる。  の値は である。
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15 岩手医科大

　空間内に点        がある。次の問い

に答えよ。

          

     で･ ･ 

　･ である。

   である。

△の面積は である。

点を頂点とする四面体の体積は である。

　医学部　　単元別　小問即解演習　　（ベクトル）

-15-



16 自治医大

　辺の長さが である正四面体について考える。辺をに内分する点

を辺をに内分する点をとする。

   としたとき
  


の値は である。
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17 日大

　原点の座標空間に四面体がありとする。線分

の中点をとし線分をに内分する点をとする。線分の延長線上に点

をを満たすようにとりとを線分で結ぶときと四面体の底面

との交点をとする。このときをを用いて表すと

 である。
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18 昭和大

　空間に点  がある。いま点    を結ぶ直線

上に点をとり直線が直線と垂直になるようにする。点の座標は

     である。
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19 兵庫医科大

　を原点とする空間に点      をとり

を辺にもつ立方体をとする。また平面が立方体の平面に垂直

な辺と点で交わりその交点を      とするとき

点の座標は     である。

線分のなす角をとすると   である。

四辺形の面積は である。

つのベクトルに直交する単位ベクトルは     であ

る。

で求めた単位ベクトルに平行で線分との交点を通る直線が平面と交

わる点の座標は     である。
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20 東邦大

　空間において点    を通る直線を点    を通

る直線をとする。上の点と上の点の間の距離の最小値は である。
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